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第 29 号　　（2023 年 11 月）

【今号の紙面】日本代表選手の感想（２面）
／地学フェスティバル開催（3 面）／リ
レーエッセイ（4 面）

国際地学オリンピックオンライン開催
代表選手全員が銀メダル獲得

　今年 8 月 20 日から 26 日にかけて第
16 回国際地学オリンピック（IESO2023）
がオンライン形式で開催された。日本地
学オリンピック本選で日本代表に選ばれ
た岩永龍樹（桐光学園高等学校３年）、
奥山裕樹（栄光学園高等学校３年）、高
原一眞（奈良県立青翔高等学校３年）、
松尾京佳（宮崎県立宮崎西高等学校３年）
の 4 名で構成された日本チームは国内
会場である「ホテル東光」（茨城県つく
ば市）に宿泊し、全日程に参加した。
　オンライン形式３回目となる本大会に
は 32 の国と地域から 179 名の選手が
参加、開会式と閉会式は全世界同時に行
われ、その他の主要プログラム（下段参
照）については国ごとの時差を考慮した
３つのタイムゾーンに分割、実施された。

を基に考察する問題が出題された。日本
チームは４名全員が銀メダルを獲得。受
賞の喜びを共有することができた。
　国別野外調査を行う NTFI では、日本
チームは関東大震災 100 年にちなみ地
震をテーマに伊豆・箱根地方を調査した

「実地で見る地震の痕跡」（「Observing 
Earthquakes with our Eyes」）を発表し
た。選手たちは直前まで内容の修正やプ
レゼンテーションのリハーサルを繰り返
し、「日本のテクトニクスと断層」「関東
大震災とその被害」「伊豆・箱根で地震
を見る」といった内容を順序良く説明、
見事 BRONZE を受賞した。
　競技終了後は筑波山や霞ヶ浦等のつく
ば市周辺巡検を実施。７日間の熱戦を戦
い抜いた選手たちは国土地理院や JAXA
筑波宇宙センターを見学した。

　開会式後、参加国で編成する多国籍
チームで調べ学習を行う ESP のテーマ
と班編成が発表され、各国選手同士の交
流がスタートした。日本人が参加した
チームのテーマは奇しくも同じ「2023

年のエルニーニョと、それが様々な地

球システムに及ぼす影響（El Nino 2023 

and the earth systems）」であった。早
速英語力とコミュニケーション能力が問
われる中、各選手とも積極的に話し合い
に参加し国際交流を楽しんだ。ESP では
GOLD、SILVER、BRONZE の三段階評価
中、高原選手のチームが SILVER、奥山
選手のチームが BRONZE を獲得した。
　個人成績が競われる DMT では事前に
公開されたウェブサイトやアプリを利用
して自ら必要なデータを発掘し、それら

IESO2023　日本チーム

　国際地学オリンピック・オンライン大会の主要プログラム 3 種
　　・ ESP（Earth System Project)： 地球システム調べ学習
　　・ DMT（Data Mining Test）：データマイニング試験
　　・ NTFI（National Team Field Investigation ）： 国別野外調査

　IESO2023 オンライン大会にて、来

年８月に開催予定の IESO2024 は中

国・北京にて現地開催されることが

IESO 会長 Nir Orion 氏から発表され

た。2019 年のコロナウィルスパンデ

ミックの影響で IESO は予定されてい

た IESO2020 ロシア大会を中止、そ

の後３年にわたりオンライン形式での

開催を余儀なくされており、４年ぶり

の現地開催は大いに歓迎されるもので

ある。

IESO2024
北京大会開催決定
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IESO2023 を終えて
日本代表選手に国際大会の感想を伺いました

他国の選手との交流
　岩永達樹（桐光学園高等学校 3 年）

　今回の ESP のテーマは「エルニーニョ

現象と 2023 年のその影響」だった。テー

マとチームが発表されるとすぐさま他国

のチームメイトから連絡が来て、そのコ

ミュニケーション能力の高さに驚いた。

役割分担の結果、私はエルニーニョ現象

の各国への影響の具体的な事例を調べる

ことになったが、日本の地学の参考書に

は国内の事例しか載っていない。他国の

資料を調べ、新たに知ることができた。

準備期間は２日間だが各国の諸事情から

なかなか全員が集まらず、私のチームは

リハーサルが間に合わないまま本番一発

勝負で臨んだ。本番でチームメイトの発

表をほとんど初めて聞き、それらのオリ

ジナリティーに驚かされた。また、最初

の自己紹介や、打合せの合間の時間で各

国のことについて聞けて興味深かった。

オンライン大会で他国の選手と関わる機

会はこれだけなので現地開催はうらやま

しいと感じたが、少ない時間の中でも国

際的な交流を通して自分の視野を広げる

ことができたと感じている。 全力で取り組んだDMT
　　高原一眞（奈良県立青翔高等学校３年）

　今年の DMT の内容は海底ボーリング

コアの成分分析から過去の気候変動を読

み解くもので、データの処理方法等非常

に専門的で難しかった。酸素同位体比か

ら過去の気温を計算、天体運動によるノ

イズを加味した元素量の変化、理論的考

察から過去に起こった急激な気温上昇の

変化幅や考えられる原因を考察するなど

内容が高度で現在実際に行われている最

新の研究に近かったと思う。四苦八苦し

ながら問題を解いたが、難易度に比例し

た達成感が得られた。また、実際の研究

がどのようなことをしているのか、その

奥深さの一端に触れることができた楽し

さもあった。

　 も う 一 つ 印 象 に 残 っ て い る の は、

DMT が終わった後に選手や OBOG、メ

ンターの方々と食べたアイスである。翌

日に NTFI の発表が控えていてその準備

も必要であったが、複数人でアイスを買

いに行き、食べながら酷使した頭を休め

た休憩時間は解放感に満ちていた。中学

生の時から憧れてきた国際地学オリン

ピック、これまでの自分の挑戦を結ぶも

のとして、この DMT、IESO 大会そのも

のを全力で楽しむことができた。

地学を見て学ぶ
奥山裕樹（栄光学園高等学校 3 年）

　NTFI に関連して、私の中で特に印象

に残っているのは発表の前日である。こ

の時までにスライドはほぼ完成していた

が、発表の通し練習を行った際に、先生

方や地学オリンピック OB/OG 会の方々

から多くのアドバイスをいただいた。発

表をより完成度の高いものにしようと、

夜遅くまで皆でスライドや台本の編集を

行った。なんとか完成に漕ぎつけ当初よ

りも見やすく仕上がったスライドで無事

に発表が終わった時には、安堵感と達成

感でいっぱいだった。

　日本代表チーム 4 人で役割を分担し、

スライドの制作、発表まで行ったことは

非常に貴重な経験であり、チーム内の絆

を深めるきっかけともなった。研修の際

には、今まで教科書の上でしか見たこと

がなかったものを実際に観察することが

でき、その場で先生方からレクチャーし

ていただいたことは、自らの地学に関す

る見識を深めたと思う。

　NTFI に限らず大会全体を通じて、以

前から抱いていた思いがより明確になっ

た。「地学って、面白い！」

筑波山山頂でリフレッシュ！

IESO2023 を通して
　松尾京佳（宮崎県立宮崎西高等学校 3 年）

　今年はオンライン大会だったので海外

の選手と交流する機会は少なかったです

が、ESP では海外の選手と協力してエル

ニーニョ現象について調べ、発表しまし

た。始めは相手のペースにのまれてなか

なか発言できずにいましたが、文字のや

り取りやオンライン会議を通して自分の

意見を伝え、活発な話し合いに参加する

ことが出来ました。日本ではエルニー

ニョ現象の影響を実際に感じることは少

ないですが、オーストラリアの選手が「エ

ルニーニョ現象のせいで災害が多発して

いる」と言っていて、同じ現象でも国に

よって影響や考え方が全く違うのだと知

りました。時差のためにプレゼンの練習

をあまりできないなど大変なこともあり

ましたが、海外の地学が好きな人と交流

し、チームで一つの目標に向かって取り

組めたことは貴重な経験でした。

　私は以前から地学に興味をもっていま

したが、学校の授業で地学を学んでいた

わけではなく、周りに地学トークで盛り

上がれる友達がいませんでした。だから

こそ、代表に選ばれてから、先生方の講

義を聞き、仲間とともに地学を学んだ時

間は今までにないほど楽しく、刺激的で

有意義なものでした。関わってくださっ

たすべての方々に感謝しています。

左から松尾選手、岩永選手、高原選手、奥山選手

SNS を駆使して国際交流
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地学フェスティバル開催

地学オリンピックからのお知らせ
　地学オリンピック日本委員会ではより

多くの学生に地学に興味を持ってもらう

ためにフューチャーアース・スクールを

開校しています。多彩な講師をお迎えし

ての対面授業は１２月から２月の間複数

回にわたって開催されます。各講座の内

容と募集は随時地学オリンピック日本委

員会 HP（https://jeso.jp/）で告知しま

すので、是非ご覧ください。

　秋には「地学基礎」レベルを学習済み

の方へ、開講の少ない「地学」のお試し

授業を高校の先生の講師で、天文、地震、

気象、海洋、岩石の 5 分野でオンライ

ンで開講しました。地学オリンピックを

身近に感じてもらうための相談会、予選

直前には地学オリンピック OB による直

前対策講座も遠方の方にも参加しやすい

オンラインで実施しています。

　また、年間を通して学校への出前授業

も承っています。あなたの学校の地学の

活動の一環に地学オリンピックへの挑戦

を加えてみませんか？

　国際地学オリンピック IESO は、2023

年度もオンラインでの開催となりまし

た。地学オリンピック日本委員会が、こ

れまで特に親交を深めてきた台湾、韓国

のメンターと連絡を取り合い、IESO と

は別に、生徒を集めた対面での交流機

会を作ろう！と企画をしたのが、アー

スサイエンス・フェスティバル（Earth 

Science Festival: ESF）です。8 月 31 日

〜 9 月 3 日の４日間、福岡県宗像市グ

ローバルアリーナをメイン会場とし、台

湾 10 名、韓国８名、日本からは日本大

会本選金賞受賞者７名の、合計 25 名が

ESF に参加をしました。

　8/31 午前に福岡空港に到着した生徒

とメンターは、地下鉄・電車・バスを乗

り継いで、グローバルアリーナに向かい

ます。午後は福岡教育大学の学生が準備

してくれたレクリエーション大会で親睦

を深めました。この日は 2023 年中で地

球から最も近い位置で満月になる “ スー

パームーン ” で観望会を予定していまし

たが、あいにくの曇り空でした。 蘇中岳火口を一周しました。阿蘇山の

土産物店では、阿蘇山の火山灰で作った

“ くまモン ” のフィギュアが人気でした。

　最終日（9/3）、熊本城を見学したあと、

熊本国際会館で閉会式を行いました。金

メダル３名、銀メダル５名、銅メダル８

名が授与され、最優秀選手には、灘高等

学校２年の王佳祥さんが選ばれました。

バスで福岡空港まで戻った一行は、別れ

を惜しみながら再会を約束しました。

　9/1 は朝から試験です。３時間の筆記

試験（岩石鑑定試験 15 分含む）と実技

試験に臨みました。各国言語への翻訳は

なく、英語での出題される問題に取り組

みました。実技試験は福岡県・渡半島に

おいて、海岸線の露頭での地層や岩石の

観察を行いました。この日の夜はみんな

で BBQ パーティです。最初は各国ごと

に用意されたテーブルでそれぞれ食事を

楽しんでいましたが、すぐに３カ国入り

混じって仲良く交流を楽しみました。日

本チーム伝統（？！）のピカチューダン

スも全員で踊って盛り上がりました。

　3 日目（9/2）は、バスに乗って熊本・

阿蘇ユネスコジオパークに移動です。途

中、溶結凝灰岩や柱状節理が美しい菊池

渓谷で自然を堪能し、お昼は阿蘇のあか

牛ランチでお腹いっぱいになった後、阿

筆記試験の様子

菊池渓谷にて

アースサイエンスフェスティバル参加者

　今年初めて開催したアースサイエン

ス・フェスティバルですが、2024 年度

も、台湾・韓国・日本の３カ国の生徒を

集め、5/17( 金）〜 20（月）に台湾・

恒春で開催される予定です。日本からは、

2024 年 3 月開催の日本地学オリンピッ

ク本選で金賞を受賞した 10 名を参加対

象とする予定です。地学オリンピック日

本委員会としても、地学オリンピックを

目指す生徒が、国際的な交流を深める機

会を増やしていきたいと考えています。

【2024 年度も ESF 開催！】
2024/5/17~20 （予定）
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　高校生の頃の私の学力は “ 中の上 ” 程

度で、科学者になりたいなどと口にした

ら呆れられたでしょう。誰にも言わず、

何の確信もないまま大学を目指し、博士

号を取得して、サイエンスの世界に浸っ

てきました。ふと気がついて周囲を見渡

すと、夢中で自然に向き合っている子ど

ものような60歳の自分がいました。ずっ

と一人でしたが、孤独感は全くありませ

んでした。

　優秀な皆さんのなかには、研究者を目

指している人もいるでしょう。研究者は

英語では researcher、科学者は scientist

です。定義は人によって異なるでしょう

が、私は科学者を目指してきました。科

学者とは、作家や画家のように、そこに

しか生きる理由が見つからない人を指す

言葉だと思っています。職業ではなく、

病名と呼ばれることもあります。　

たかはしまさき：1990 年に東北大学博

士課程を修了。日本学術振興会および科

学技術特別研究員を経て、1992 年に地

質調査所 ( 現産総研 ) に入所。2014 年

より、地学オリンピック日本代表高校

生を対象とした野外実習 ( 秩父合宿 ) の

講師を務める。2023 年に産総研を定年

退職し、現在は自宅で本の執筆に専念。

NHK「ブラタモリ」に多数回出演。

　みなさんには、夢中になっている何か

があると思います。時間も空腹も約束も

忘れてしまう何か。ひとが何か新しいも

のを見つけたり生み出したりするのは、

実はそのような時。効率とかコストパ

フォーマンスとは全く無縁の営み。サイ

エンスやアートに求められているのは、

そのようなひとなのです。そのような、

ほんの一握りのひとが真っ新な大地の上

に最初の足跡を残し、多くの研究者が追

随して轍がつくられ、のちの時代に学説

となり教科書に記されます。その記され

た結果だけを学んで記憶し、テスト用紙

に出力している作業が学業です。

　さて、人生という真っ白なノートに、

みなさんはどのような自分史を描きたい

ですか？もちろん、焦る必要はありませ

ん。大学に行けばいろいろな人に出会い、

多くの恩師に助けられながら、自分だけ

の道が自然に見つかっていきます。手応

えは過程に依存します。たった一度の人

生において、自分は何を求めているのか。

もうすぐ終わる他者との競争のあと、自

問自答を繰り返しながら、有意義な人生

を歩むことを心から希望しています。

　私は 2014 年のスペイン大会に日本代

表として参加しました。当時高 3 の私

にとっては大会の国際的な雰囲気がとて

も新鮮で、苦手な英語での会話に苦労し

ながらも海外の代表たちとの交流を楽し

みました。この経験をきっかけに、何か

しら世界にも目を向けつつ学術的興味を

深めていきたいと思うようになりまし

た。

　私は子供の頃から宇宙天文分野ともの

づくりに興味を持っていました。大学進

学後は天文学を専攻し、現在は大学院博

士課程に在籍して遠方銀河団を電波で精

密観測するための装置開発に携わってい

ます。海外の研究者と交流する機会も

度々あり、ようやく英語への苦手意識が

薄らいできたところです。

　また他にも、ここ数年では大学院生主

導で気象衛星ひまわり 8 号を応用した

天文学・惑星科学研究の開拓にチャレ

ンジしてきました。ひまわり 8 号の可

視赤外画像の端には明るい恒星や惑星が

写り込むことがあり、その観測データを

研究に活用しようという世界初の試みで

す。実はこの研究は、地学オリンピック

国内本選・代表選抜で知り合った仲間と

共同で立ち上げたものでもあります。本

来地球大気を観測するための気象衛星を

宇宙観測に役立てるという一見突飛なア

イデアですが、これもまた分野横断的な

地学ならではの奥深さだと感じていま

す。

　地学オリンピックで切磋琢磨した中で

得た知識や経験、そして仲間は、今でも

大切な宝物です。みなさんもぜひ地学オ

リンピックに挑戦してみてください。

先輩からエール！　地オリで磨かれた地球・宇宙を見る視点　宇野 慎介

うの しんすけ：1996 年愛知県生まれ
2014 年　第８回国際地学オリンピック
　　　　　スペイン大会に参加
2019 年　東京大学理学部天文学科卒業
2021 年　東京大学大学院理学系研究科
　　　　　天文学専攻修士課程修了
現在　　　同　博士課程在学中

ひとり行く道
 - 競争の先を見据えて -

高橋 雅紀


